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 主論文の要旨  

 
Computer-aided diagnosis(CAD)は、コンピュータが解析結果を診断医に second 

opinion として提示することで診断医のパフォーマンスの向上を図るもので、今まで

にも CAD によって診断医のパフォーマンスを向上させることができたという報告が

ある。  
乳房超音波検査において診断医は、画像の特徴から組織型を推測し鑑別診断を行っ

ているが、我々は実際に診断医が行っているような方法で解析する CAD を開発した。

この CAD は診断医が画像評価に用いている９つの画像特徴量（４つの形状評価（円

形・分葉形・多角形・不整形）と縦横比、辺縁の不明瞭さ、内部エコーの不均質性、

内部エコーレベル、後方エコーレベル）を診断医の客観的評価と一致するように解析

し、ニューラルネットワークでこれらの評価に基づいた組織型分類を行って良悪性の

可能性を提示するものである。今回の研究ではこの組織型分類に基づいた CAD の有

用性を検討した。  
有用性の評価は比較的診断が難しい 100 例の超音波画像（良性 50 画像（嚢胞  25

例、線維腺腫  25 例）、悪性 50 画像（非浸潤癌  25 例、浸潤癌  25 例））を用意し、７

名の診断医（expert group として乳房超音波画像診断に専従して 5 年以上の医師 3 名、

general group として乳腺疾患治療も行っている一般外科医 4 名）が参加して観察者

実験を行った。観察者実験の結果の解析は Receiver Operating Characteristic(ROC)
解析で行い、また CAD 結果の提示により観察者の rating 値の平均値が 10%以上偏移

したものを CAD が診断に影響を与えたものと判断した。  



 

CAD を用いない状態での Area Under the Curve(AUC)は平均で 0.716 であった

が、実験に参加した 7 名全員において CAD を用いることにより AUC は大きく上昇

し、平均は 0.864 となった（P=0.006）。また、CAD が診断に影響を与えたと考えら

れる症例は、有効に働いた症例が 47 例、害を与える方向に働いた症例が 2 例と有効

に働いた症例が著明に多かった。  
現時点ではこの CAD は低エコー腫瘤として頻度の高い４つの組織型（嚢胞・線維

腺腫・非浸潤癌・浸潤癌）のみを適応としており、その他の組織型や低エコー域へ

の適応拡大が必要であるものの、今回の研究で、我々の開発した CAD が診断医の鑑

別診断精度を向上させることが確認でき、その有用性を証明することができた。  
 

 


